
別添１

令和8年1月19日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

朝日自動車（株）
本庄駅南口～神泉総合支
所

輸送人員目標157,758人に
対して実績は206,913人で
目標達成となった。
要因としては、令和5年度に
実施した路線延長による影
響に加えて、利用促進方策
の実施により、沿線施設へ
の利用が増加したことが要
因と考えられる。

A

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

上里町地域公共交通活性化協議会

〔起点〕
　本庄駅南口
〔主な経由地〕
　小島南・沖電気前
〔終点〕
　神泉総合支所

【運行事業者・沿線市町】
・交通事業者及び沿線市町に
おいて、路線バスの利用促進
に係るPR活動を実施していく。

【運行事業者のみ】
・引き続き共通学生フリーパス
の販売促進を図る。
・スマホ定期券の販売促進を図
る。

【運行事業者・沿線市町】
年度内に2回、運行事業者及び
沿線市町で集まり、今後の運
行内容等について協議・検討を
実施した。

【運行事業者のみ】
令和6年9月～10月と令和7年3
月～4月の共通学生フリーパス
販売時期に合わせ沿線学校
や、自社ホームページ及びバ
ス車内で周知し、販売促進を
図った。

A
事業が計画に位置付けられ
た通り、適切に実施された。
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地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

上里町地域公共交通計画の基本方針：①「利用者ニーズに対応した公共交通サービスの構築」
                 ②「町⺠、交通事業者、⾏政の協働による持続可能なしくみづくり」

上記を踏まえた地域間幹線系統維持の目的・必要性：当該路線は埼玉県の本庄市・上里町・神川町と群馬県の藤岡市を通
る沿線住⺠の⽣活を⽀える系統となり、通勤通学、特に鉄道から沿線企業への通勤や、⾼齢者等交通弱者の交通⼿段とし
て必要である。

別添１−２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和8年1月19日

協議会名： 上里町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域間幹線系統確保維持費国庫補助金



令和７年度 上里町における地域公共交通確保維持改善事業 陸上交通

地域間幹線系統

●当該路線は埼玉県の本庄市・上里町・神川町と群馬県の藤岡市を通る沿線住民の生活を支える系統となり、通勤通学、特に鉄道から沿線企業への通勤や、
高齢者等交通弱者の交通手段として必要である。

事業の目的・必要性

●路線名
本庄駅南口～小島南・沖電気前～神泉総合支所線

●起点、経由地、終点
起点：本庄駅南口、経由地：小島南・沖電気前、終点：神泉総合支所

●系統キロ
20.1km

●運行回数等
19.3回

●目標・効果
生活交通として必要なバス路線を維持することによって、県民の最も身近な公共交通機関として重要な役割を担う乗り合いバスの充実を図る。
当該事業の活用によりバス路線が維持確保されることとなり、事業対象期間中延べ157,758人（輸送人員ベース）の県民の移動手段の確保が見込まれる。

●利用促進・生産性向上の取り組み
〈交通事業者・沿線市町〉必要に応じて路線バスの維持のための必要な検討や利用者増加に向けた取組を交通事業者及び沿線市町と協議・調整
〈交通事業者のみ〉①共通学生フリーパス（定期）の販売促進 、②沿線施設との企画乗車券の検討

事業の概要・目標・効果

上里町地域公共交通活性化協議会
朝日自動車株式会社

協議会名・補助対象事業者名

本庄駅南口～小島南・沖電気前～神泉総合支所

系統名

目標・効果の達成状況

【達成状況】
輸送人員の目標157,758人に対して実績は206,913人となり目標達成となっ
た。

【目標を達成できた要因（分析）】
令和5年度に実施した路線延長による影響に加えて、利用促進方策の実施に
より、沿線施設への利用が増加したことが要因と考えられる。

今後の改善点

〈交通事業者・沿線市町〉
・交通事業者及び沿線市町において、路線バスの利用促進に
係るPR活動を実施していく。

〈交通事業者のみ〉
・引き続き共通学生フリーパスの販売促進を図る。
・路線延伸を継続し、接続する町営バスとのシナジー効果を狙う。
・スマホ定期券の販売促進を図る。

●直近３ヶ年の推移

令和７年度令和６年度令和５年度

206,913182,618148,649輸送人員（人）

非公開事項
経常収支（千円）

収支率（％）

3.12.83.2平均乗車密度（人）

10598.511279.58937.5補助金額（千円）



事業実施区域

目的が説明できる地図（駅、病院、学校等の位置）
前掲の代表的系統
系統の基礎的データ（例：運行回数、運賃、利用人数等）
他の関連路線
地図に縮尺等を入れてください

令和７年度

１９．３回運行回数

２０６，９１３人利用人員


